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どせん ぶんせき なに

Ⅰ.45度線分析って何？

総需要

生産量

そうじゅよう

せいさんりょう
500兆円

45度線

総需要曲線

どせん

固定的支出
こていてきししゅつ

そうじゅようきょくせん



45度線分析とは、何？

45度線分析は、「需要がGDP（国内総生産）の水準を決定する」という「有
効需要の原理」を説明する最も簡単なグラフのことです。有効需要とは、消費者や企
業が支出する予定金額のことです。

ど せん ぶんせき なに

総需要

国民所得

そうじゅよう

こくみんしょとく
500兆円

総供給
そうきょうきゅう

45度線
どせん

総需要曲線
そうじゅようきょくせんこていてきししゅつ

固定的支出

0

有効需要の原理
ゆうこう じゅよう げんり



45度線分析とは、何？

「有効需要の原理」とは、イギリスの経済学者ジョン・メイナード・ケ
インズが提唱した所得決定理論のことです。このグラフは、国民所得と
総需要、総供給の関係を示しています。

国民所得
総供給

総供給
そうきょうきゅう

総需要

国民所得

そうじゅよう

こくみんしょとく
500兆円

こくみん しょとく

そうきょうきゅう

ど せん ぶんせき なに

45度線
どせん

総需要曲線
そうじゅようきょくせん

0

所得決定理論
しょとく けってい りろん

ケインズの

総需要
そうじゅよう



横軸と縦軸の意味

横軸は「Y」と表記され、総分配を表します。これは、分配された付加価値の
ことで、国民所得のことです。縦軸は「Yd」と「Ys」で表されます。「Yd」は総
需要を、「Ys」は総供給を表します。これらは、それぞれ、支出面と生産面か
ら見た国民所得です。

縦軸：総需要「Yd」、総供給「Ys」

横軸：総分配「Y」

総供給Ys

そうきょうきゅう

総需要Yd

そうじゅよう

たてじく そうじゅよう ワイディ  そうきょうきゅう ワイエス

よこじく そうぶんぱい  ワイ

よこじく たてじく いみ

国民所得Y
こくみんしょとく

0



よくある質問！？

このグラフの見方で、２つの注意点があります。一つ目は、総需要曲線です。これは、総
需要関数をグラフにしたもので、直線であっても曲線と呼びます。二つ目は、横軸
の目盛、国民所得Yです。随時、生産量、雇用量、消費量等に読み替えられます。

横軸：

総供給Ys
そうきょうきゅう

総需要Yd
そうじゅよう

よこじく

しつもん

国民所得Y
こくみんしょとく

生産量

雇用量

消費量

せいさんりょう

こようりょう

しょうひりょう

➀ 総需要曲線  直線なのに！

②

そうじゅようきょくせん   ちょくせん

0



45度線とは、原点（0の点）を通る右上がりの直線です。グラフの横軸と縦軸
の値が等しい点を結んだ直線です。傾きは1で、角度は45度になります。

総供給
そうきょうきゅう

せいさん

総生産 どれだけ生産するのかそうせいさん

企業の行動
きぎょう こうどう

総所得
そうしょとく

0

生産
せいさん

分配
ぶんぱい

国民所得
こくみんしょとく

どせん せいさん ぶんぱい かんけい しめ

45度線とは、「生産と分配」の関係を示す

45度線
どせん

45°



一国の企業が生み出した生産量を総生産量といいます。それが市場で取引
されると総供給になります。総供給は、分配されて総所得になります。

総供給
そうきょうきゅう

そう せいさんりょう

総生産量
総供給

そうきょうきゅう  

総所得

＝

そう しょとく

総所得
そうしょとく

どせん せいさん ぶんぱい かんけい しめ

分配
ぶんぱい

生産
せいさん

45度線とは、「生産と分配」の関係を示す

総生産
そうせいさん

0
国民所得

こくみんしょとく

45度線
どせん

45°



45度線は、生産と分配の関係を表します。生産された付加価値がすべて分配
されることを示します。これは、総生産と総分配が一致することを意味します。

総供給
そうきょうきゅう

そう せいさんりょう

総生産

総分配

総生産量そうせいさん

そうぶんぱい

総供給
そうきょうきゅう  

総所得

＝

そう しょとく

分配
ぶんぱい

生産
せいさん

0
国民所得

こくみんしょとく

どせん せいさん ぶんぱい かんけい しめ

45度線とは、「生産と分配」の関係を示す

45度線
どせん

45°



45度線を等式で考える

YS ＝ Y

そうきょうきゅう  そうしょとく

総供給
そうきょうきゅう

総生産

総供給 総所得

そうせいさん

45度線を等式で表現すると、総供給（Ys）＝総所得（Y）となります。

ど  せん とうしき かんが

分配
ぶんぱい

生産
せいさん

0
国民所得

こくみんしょとく
総分配

そうぶんぱい

45度線
どせん

45°



総需要曲線とは、「分配」と「支出」の関係を示す

一方、総需要曲線は、消費者が限られた所得の中から、どれだけモノ（財・サービス）を消

費するかを表します。総需要曲線は、固定的支出を切片に持つ右上がりの直線です。
グラフの傾きが45度より緩やかな直線です。縦軸の目盛が総需要に変わります。

しょうひ

分配

どれだけ消費するのか

ぶんぱい

家計の行動
かけい こうどう

そうじゅようきょくせん ぶんぱい ししゅつ かんけい しめ

総需要

総所得

そうじゅよう

そうしょとく

切片
せっぺん

固定的支出
こていてきししゅつ

総需要曲線

支出
ししゅつ

0 国民所得
こくみんしょとく

総消費
そうしょうひ

そうじゅようきょくせん



需要とは、「購買欲求」を示す

つまり、総需要曲線は、支出と分配の関係を表します。分配された付加価値がどのように
支出されるかを示します。総需要とは、一国全体の財・サービスの購買欲求を表します。
家計の消費（C）、企業の投資（I）、政府支出（G）、純輸出NX（EX-IM）の4つの要素
で構成される需要です。

じゅよう こうばい よっきゅう  しめ

総需要

総所得

そうじゅよう

そう しょとく

総需要
そう  じゅよう  

購買欲求
こうばい よっきゅう

家計 企業  
かけい きぎょう

切片
せっぺん

固定的支出
こていてきししゅつ

分配

せいさん

支出
ししゅつ

ぶんぱい

0

総消費
そうしょうひ

国民所得
こくみんしょとく

総需要曲線
そうじゅようきょくせん



なお、家計の消費（C）は “Household Consumption”、

企業の投資（I）は “Business Investment”、

政府支出（G）は “Government Spending”、

そして、純輸出NX（EX－IM）は “Net Exports (Exports - Imports)” のことです。

かけい しょうひ シィ ハウスホールド・コンサムプション

きぎょう とうし アイ ビジネス・インべストメント

せいふししゅつ ジィ ガバメント・スペンディング

じゅんゆしゅつ エヌエックス（イｰエックス アイエム）  ネット・エクスポート  エクスポート インポート



経済モデルと経済主体

ちなみに、財市場の経済モデルには、3つの形態があります。➀市場経済モ
デル（家計と企業）、②国民経済モデル（市場経済モデルに政府を加えたもの）、➂
国際経済モデル（国民経済モデルに貿易を加えたもの）です。

けいざい けいざい しゅたい

市場経済
家計        企業

かけい                きぎょう

国民経済

国際経済

YD＝C ＋ I
総需要 消費 投資

そうじゅよう しょうひ  とうし

YD＝C＋I＋G

YD＝C＋I＋G＋NX

しじょう けいざい

こくみん けいざい

こくさい けいざい

（閉鎖経済）

政府支出
せいふししゅつ

純輸出

モデル

モデル

モデル
じゅんゆしゅつ

政府
せいふ

海外
かいがい（開放経済）

へいさけいざい

かいほうけいざい



市場経済モデルを等式で表すと、総需要YDは、消費C、投資Iを合計したもの
として表せます。消費Cは、基礎消費C0と限界消費性向ａに所得Ｙを掛け合
わせたものです。これは所得の一定割合が消費に使われることを表します。

YD＝ C ＋ I
総需要 消費 投資
そうじゅよう しょうひ  とうし

C＝ C0 ＋ ａＹ

基礎消費 限界消費性向  所得
きそ しょうひ げんかいしょうひせいこう   しょとく

ここで
限界消費性向（MPC）

所得の増加に対する

消費の増加率  
しょうひ ぞうかりつ

げんかいしょうひせいこう エム・ピィ・シィ

しょとく ぞうか たい



総需要曲線の「切片」とは、

総需要曲線は、分配と支出の関係を表します。支出とは、総需要YDのことです。総需
要曲線の縦軸の切片の値は、固定的支出を表します。固定的支出とは、あらかじめ

支出額が確定している需要のことで、基礎消費と投資を合計したものです。

そう じゅよう きょくせん せっぺん

総需要
そうじゅよう 支出    総需要

ししゅつ    そう じゅよう

総分配
そうぶんぱい

切片
せっぺん

固定的支出＝基礎消費＋投資
こていてき ししゅつ  きそしょうひ とうし

切片
せっぺん

固定的支出
こていてきししゅつ

0

総消費
そうしょうひ

支出
ししゅつ

分配
ぶんぱい

国民所得
こくみんしょとく

総需要曲線
そうじゅようきょくせん



財市場のバランスを図解

45度線分析のグラフは、財市場での需要（消費）と供給（生産）のバラン
スを2本の直線、総需要曲線（総需要）と45度線（総供給）で表したもの
です。この2本の直線が交わるところが、財市場の均衡点です。ここに、均
衡国民所得が決まります。

総供給
そうきょうきゅう

ざい しじょう ずかい

総需要

国民所得

そうじゅよう

こくみんしょとく

供給 需要
きょうきゅう じゅよう

財市場
ざい しじょう

どせん

45度線

そうじゅようきょくせん

総需要曲線切片
せっぺん

固定的支出
こていてきししゅつ

均衡国民所得
きんこうこくみんしょとく

0



均衡国民所得の決定

総需要
そうじゅよう

総需要曲線

45度線

総取引量 ＝ 総生産量 となり

Y*(均衡国民所得)

まとめると、45度線（総供給曲線）と総需要曲線の交点で、YS（総供給）＝YD

（総需要）となり、取引が成立します。この点での総取引量を均衡国民所得と呼
びます。これは、三面等価の原則から均衡GDP（国内総生産）のことを意味します。

が決まる

45度線（供給曲線）と需要曲線の交点で

きんこう こくみん しょとく けってい

どせん きょうきゅうきょくせん じゅようきょくせん こうてん

そうとりひきりょう そうせいさんりょう

ワイスター きんこう  こくみん  しょとく き

どせん

そうじゅようきょくせん

Y* 国民所得
こくみんしょとく

0



ちなみに、「三面等価の原則」とは、一国の経済規模は、一定期間が経過した
後には、生産（付加価値）、分配（所得）、支出（需要）のどの側面から見ても
等しくなるというマクロ経済学の基本的概念（考え方）のことです。

総生産＝総分配＝総支出

国民所得
こくみん しょとく

総供給 総需要

けいざい  きぼ とら

経済規模の捉え方

総支出
そうししゅつ

総生産
そうせいさん

そうぶんぱい

総分配

そうきょうきゅう そうじゅよう

そうせいさん そうぶんぱい そうししゅつ

生産された全ての

何らかの形で

三面等価の原則
さんめん とうか げんそく

せいさん すべ

財・サービスは、
ざい

分配され、消費される。
なん かたち

ぶんぱい しょうひ



生産面から捉えたものを総生産、分配面から捉えたものを国民所得、支出面から捉え

たものを総支出といいます。総生産は、国内総供給に、総支出は、国内総需要になり

ます。国内総生産は、国内で生み出された付加価値の合計でGDPといいます。

総生産＝総分配＝総支出

国民所得
こくみん しょとく

総供給 総需要

けいざい  きぼ とら

経済規模の捉え方

総支出
そうししゅつ

総生産
そうせいさん

そうぶんぱい

総分配

そうきょうきゅう そうじゅよう

そうせいさん そうぶんぱい そうししゅつ

生産された全ての

何らかの形で

三面等価の原則
さんめん とうか げんそく

せいさん すべ

財・サービスは、
ざい

分配され、消費される。
なん かたち

ぶんぱい しょうひ



ケインズ経済学

『雇用・利子および貨幣の一般理論』(1936)

ジョン・メイナード・ケインズ
（John Maynard Keynes 1883-1946）

イギリスの経済学者

ちなみに、ジョン・メイナード・ケインズは、20世紀のイギリスの経済学者です。
1936年に『雇用・利子および貨幣の一般理論』を出版しました。彼はマクロ
経済学の創始者としても知られています.

けいざいがく

けいざいがくしゃ

こよう りし かへい  いっぱんりろん



ど せん ぶんせき すうり 

Ⅱ.45度線分析の数理

総需要

生産量

そうじゅよう

せいさんりょう
500兆円

YS ＝ Y

YD＝ C ＋ I

Y＝ C ＋ I

YD

YS



すうりょうちょうせい

➀ 数量調整メカニズム

総需要

生産量

そうじゅよう

せいさんりょう

総供給
そうきょうきゅう

増産

減産
ぞうさん

げんさん

45度線
どせん

YD

YS

0



数量調整メカニズム

「数量調整メカニズム」とは、市場の均衡価格が固定されているときに、供給
の数量によって市場の均衡数量が決まるしくみのことです。超過需要（需要
＞供給）は、企業が増産することで、一方、超過供給（供給＞需要 ）は、企業
が減産することで、どちらも、需要の水準で均衡します。

すうりょう ちょうせい

数量調整メカニズム 増産 減産
すうりょう ちょうせい

超過需要 超過供給
ちょうかじゅよう ちょうかきょうきゅう

ぞうさん げんさん

ちなみに、「価格が変わらない」ことを「価格硬直性」または「価格粘着性」といいます。
かかく か かかくこうちょくせい かかくねんちゃくせい

需要＞供給 供給＞需要
じゅよう きょうきゅう きょうきゅう じゅよう



これをグラフでみると、交点より左側では超過需要状態にあるので、企業は、
増産をして利潤を確保しようとします。逆に、交点より右側では、超過供給状
態にあるので、企業は、減産をして利潤を確保しようとします。その結果、交
点に向かって、数量調整メカニズムが働きます。

総需要

生産量

そうじゅよう

せいさんりょう

総供給

増産
減産

ぞうさん

げんさん

そうきょうきゅう

均衡国民所得
きんこうこくみんしょとく

価格は動かないよ！
かかく  うご

超過需要 超過供給
ちょうかじゅよう ちょうかきょうきゅう

需要＞供給
じゅよう きょうきゅう じゅよう きょうきゅう

需要＜供給

総需要＞総供給

総需要＜総供給

増産 減産
ぞうさん げんさん

45度線
どせん

YD

YS

0



市場メカニズム

一方、市場メカニズムとは、価格変動が需要と供給の不均衡を調整して、両
者を均衡させるしくみのことです。超過需要になると、価格は上昇します。す
ると、買い手の需要は減少し、売り手の供給は増加します。需要と供給が一
致するまで価格は上昇し続けます。

かかくちょうせい

しじょう

超過供給

価格下落 需要が増え、供給が減る

価格
かかく

そうせいさん

総生産

じゅよう  ふ   きょうきゅう へ

価格調整メカニズム
均衡

きんこうちょうかきょうきゅう
（需要＜供給）

じゅよう きょうきゅう

YD

YS

価格上昇 需要が減り、供給が増える
じゅよう へ    きょうきゅう   ふ

超過需要

超過供給

ちょうかじゅよう

（需要＞供給）
じゅよう きょうきゅう

かかく じょうしょう

かかく  げらく



市場メカニズム

逆に、超過供給になると、価格は下落します。すると、買い手の需要は増加し、
売り手の供給は減少します。需要と供給が一致するまで価格は下落し続けま
す。

かかくちょうせい

しじょう

超過供給

価格下落 需要が増え、供給が減る

価格
かかく

そうせいさん

総生産

じゅよう  ふ   きょうきゅう へ

価格調整メカニズム
均衡

きんこうちょうかきょうきゅう
（需要＜供給）

じゅよう きょうきゅう

YD

YS

価格上昇 需要が減り、供給が増える
じゅよう へ    きょうきゅう   ふ

超過需要

超過供給

ちょうかじゅよう

（需要＞供給）
じゅよう きょうきゅう

かかく じょうしょう

かかく  げらく



市場メカニズム

しかし、需要の調整速度が供給の調整速度より早い場合、需要の過不足が
調整されて、総供給の水準で均衡します。労働市場における最適が完全雇用（す
べての労働力が雇用されている状態）にある場合、総生産＝完全雇用ＧＤＰとなり、総供
給曲線は垂直で表されます。

じゅよう  ちょうせい そくど きょうきゅう ちょうせい そくど きょうきゅう うご   まえ

しじょう

労働市場の最適が完全雇用にある場合、潜在総供給（完全雇用）の水準で均衡する。

じゅよう かふそく ちょうせい
需要の過不足が調整される

価格
かかく

そうせいさん

総生産
需要調整速度＞供給調整速度

ろうどうしじょう さいてき かんぜんこよう ばあい せんざいそうきょうきゅう かんぜん こよう すいじゅん きんこう

総供給＝完全雇用GDP
そうきょうきゅう かんぜん こよう ジィ・ディ・ピィ

供給が動く前に

つまり、

総供給曲線
そうきょうきゅうきょくせん

総需要曲線
そうじゅようきょくせん



これを45度線分析のグラフで捉えてみましょう。点Aは、数量調整メカニズム
により均衡した均衡国民所得を、点Bは、価格調整メカニズムにより均衡した
潜在国民所得（完全雇用GDP）を表します。

数量調整メカニズム
すうりょうちょうせい

そうきょうきゅう

均衡国民所得
きんこうこくみんしょとく

価格調整メカニズム
かかくちょうせい

総需要

潜在国民所得

そうじゅよう

せんざい  こくみんしょとく

総供給

潜在国民所得
せんざい  こくみんしょとく

完全雇用GDP
かんぜんこよう ジィ・ディ・ピィ

＝
点Ａ

点B

45度線
どせん

0



じょうすう りろん

➁ ケインズの乗数理論

総需要

生産量

そうじゅよう

せいさんりょう

総供給
そうきょうきゅう

限界消費性向
げんかい  しょうひ  せいこう

固定的支出
こていてき ししゅつ

45度線
どせん

総需要曲線
そうじゅようきょくせん

乗数
じょうすう

(1ｰ限界消費性向)

1

げんかい  しょうひ  せいこう

0



① ケインズの乗数理論  

ケインズの「乗数理論」とは、ある一定量の需要（投資）の増加がどれくらい
の所得の増加をもたらすかを明らかにする理論のことです。その波及効果を
乗数で表します。乗数は、「1/（1-限界消費性向）」という数式で計算します。

じゅよう とうし しょとく

じょうすう りろん

乗数＝
1

1－限界消費性向

需要（投資）↑ 所得↑

じょうすう

げんかい しょうひ せいこう

所得が1単位増加したときに

消費が増加する割合
しょとく たんい ぞうか

しょうひ  ぞうか  わりあい



ところで、「有効需要の原理」は、

GDP＝需要×乗数 という数式で表せます。

念のため、連立方程式を解いて確かめてみましょう。

ゆうこうじゅよう げんり

ジィ・ディ・ピィ じゅよう じょうすう すうしき あらわ

ねん れんりつ ほうていしき  と たし



45度線を表す総供給関数と総需要曲線を表す総需要関数を方程式として連
立させると、均衡国民所得が求まります。

総需要 消費 投資
そうじゅよう しょうひ  とうし

C＝ C0 ＋ ａＹ
基礎消費 限界消費性向  所得
きそ しょうひ げんかいしょうひせいこう しょとく

ただし

YS ＝ Y

YD＝ C ＋ I

総供給関数

総需要関数

総供給   所得
そうきょうきゅう しょとく

そうきょうきゅうかんすう

そうじゅようかんすう



均衡点では、総供給と総需要は等しくなるので、Y＝C＋I という数式が得られ
ます。

国民所得 消費 投資
こくみんしょとく しょうひ  とうし

YS ＝YD

Y ＝ C ＋ I

均衡点で、総供給と総需要が一致するから

総供給 総需要
そうきょうきゅう そうじゅよう

きんこうてん そうきょうきゅう  そうじゅよう  いっち

総需要

均衡国民所得

そうじゅよう

きんこう こくみんしょとく

総供給
そうきょうきゅう

すると

YS＝ Y YD＝ C ＋ I

45度線
どせん

総需要曲線
そうじゅようきょくせん

0



Y＝（C0＋aY）＋I をYについて解くと、Y＝（C0+I）×1/（１－ａ）という数式が
得られます。これは、Y＝需要（固定的支出）×乗数を意味する数式です。

Y ＝（C0＋aＹ）＋ I

ここで、Cに C0＋aＹを代入すると
だいにゅう

総需要

均衡国民所得

そうじゅよう

きんこう こくみんしょとく

総供給
そうきょうきゅう

よって

YｰaＹ＝C0＋I
(1ｰa)Ｙ＝C0＋I

Ｙ＝
(1ｰa)

C0＋I

Ｙ＝ ×（C0＋I）

固定的支出

需要
じゅよう

こていてきししゅつ

乗数
じょうすう(1ｰa)

1

45度線
どせん

総需要曲線
そうじゅようきょくせん

0



ここで、乗数を計算してみましょう。たとえば、限界消費性向が0.8ならば、乗数は５、限界
消費性向が0.７５ならば、乗数は４、限界消費性向が0.５ならば、乗数は２と計算されます。

限界消費性向＝0.8 ならば、乗数＝５

総需要

均衡国民所得

そうじゅよう

きんこう こくみんしょとく

総供給
そうきょうきゅう

(1ｰa)
Ｙ＝

1
×（C0＋I）

固定的支出

需要
じゅよう

こていてきししゅつ

乗数
じょうすう

限界消費性向＝0.75 ならば、乗数＝４

限界消費性向＝0.5  ならば、乗数＝２

45度線
どせん

：限界消費性向
げんかいしょうひせいこう

ａ

総需要曲線
そうじゅようきょくせん

0



「有効需要の原理」の数式を使うと、GDPは、固定的支出（需要）×乗数で計算さ
れます。たとえば、固定的支出が100兆円、乗数が５なら、ＧＤＰは、５００兆円と計算されます。

ゆうこうじゅよう げんり すうしき

GDP（Y）＝ ×固定的支出
こていてきししゅつ

乗数
じょうすう

であるとき、GDP（Y）はいくらか？

ここで、 限界消費性向0.8、固定的支出１００兆円

限界消費性向0.8、だから、乗数は、1/(1-0.８)＝５となる

げんかい しょうひせいこう こていてきししゅつ

ジィ・ディ・ピィ ワイ

固定的支出100兆円×乗数５倍から、

GDPは、500兆円と計算されます。

げんかい しょうひせいこう じょうすう

ジィ・ディ・ピィ ワイ

こていてき ししゅつ ちょうえん じょうすう ばい

ジィ・ディ・ピィ  ちょうえん けいさん

「有効需要の原理」の数式  



これをグラフで確認してみましょう。限界消費性向は、総需要曲線の傾きを表
しています。固定的支出は、縦軸の切片の値を示しています。

固定的支出100兆円

限界消費性向 0.8

総供給 総需要

傾き0.8

100

限界消費性向＝総需要曲線の傾き

固定的支出は、縦軸の切片の値

げんかいしょうひせいこう そうじゅようきょくせん    かたむ

こていてき ししゅつ たてじく せっぺん あたい



この事例では、固定的支出は、切片の値(100兆円)です。限界消費性向が0.8である場

合、固定的支出の乗数倍（５倍）のところで均衡することを示しています。

固定的支出100兆円

限界消費性向 0.8

総供給 総需要

100

5倍

GDP＝固定的支出×
(1ｰa)

1

＝ １００ ×
(1ｰ０.8)

1

＝ １００ × 5

＝ 500
兆円

こていてきししゅつ



ケインズの所得決定理論
しょとくけっていりろん

有効需要の原理
ゆうこうじゅよう げんり

“需要がGDPを決定する”
じゅよう ジィ・ディ・ピィ けってい

GDP＝ 需要×乗数
ジィ・ディ・ピィ  じゅよう じょうすう



Ⅲ. 経済政策の効果

➀ 総需要曲線の上方シフト

➁ 国民所得の増加

総需要

国民所得

そうじゅよう

こくみんしょとく
500兆円 ６００兆円

➀

➁

けいざい せいさく こうか

そうじゅようきょくせん じょうほう

こくみんしょとく ぞうか

0



1929年 大恐慌

ニューヨーク株式市場

1929年に、米国の株価大暴落を契機として大恐慌（深刻な長期不況）が世
界規模で起こり、大量の失業者を生み出しました。ケインズは、「なぜ、失業が
発生するのか？」とアダム・スミスの市場均衡理論に疑問を投げかけました。

だいきょうこう

世界経済ニュース
せかい  けいざい

かぶしき しじょう

イグゾ―スティド

株価大暴落

企業倒産

大量失業者

かぶか だいぼうらく

きぎょう とうさん

たいりょうしつぎょうしゃ



ケインズ

失業 市場メカニズムが働いていれば、

1929年 大恐慌発生！

価格調整メカニズムは働いているのか？

ケインズは、「市場メカニズムが働いていれば、失業は起こらないのではな
いか？ 価格（物価）がうまく変動しないとしたら- - -」と考えたのです。

失業の発生はないはずだが？

だいきょうこう はっせい

しつぎょう しじょう はたら

しつぎょう はっせい

かかくちょうせい はたら



完全雇用GDP＞均衡GDP

「もし、価格調整機能が働かずに、数量調整メカニズムで均衡しているとした
ら、均衡GDPが過少水準で均衡していてもおかしくない。生産量が減ると、
労働力の需要も減る、雇用量が減ると、失業率が上昇する」と説明しました。

価格調整できずに数量調整される
かかく ちょうせい すうりょう ちょうせい

失業の発生

ケインズケインズの主張
しゅちょう 

かんぜん こよう ジィ・ディ・ピィ きんこう ジィ・ディ・ピィ

しつぎょう はっせい



ケインズが出した答えは、「政府が売れ残りを買えばいい！」というものです。つまり、
「政府が需要を創ればよい」というものです。なるほど、商品が全部売り切れれば、労

働市場で完全雇用（すべての労働力が雇用されている状態）が実現できます。

ケインズが出した答え

政府が売れ残りを買えばよい！

では、どうすればよいか!？

政府が需要を創出すればよい！

だ こた

せいふ  う のこ    か

せいふ  じゅよう そうしゅつ



政府支出の効果

総需要

生産量

そうじゅよう

せいさんりょう
500兆円 600兆円

総需要曲線

45度線

総需要曲線が上方へシフト

➀ 政府支出G

固定的支出の中の政府支出Gを増やすと、総需要曲線は上方へシフトします。
すると、均衡点がＡ点からＢ点に移ります。つまり、GDP５００兆円は、完全雇用
GDP６００兆円に引き上げることができるのです。

を増やす

固定的支出＝C0＋I＋G＋NX＋⊿G

➀

➁

がわかる
せいふ ししゅつ こうか

どせん

そうじゅようきょくせん

そうじゅようきょくせん じょうほう

こていてきししゅつ デルタジィ

せいふ ししゅつ ジィ  ふ

固定的支出
こていてきししゅつ

⊿G

⊿G
デルタジィ

デルタジィ

➁ GDP  完全雇用ＧＤＰ

A点

B点

ジィ・ディ・ピィ  かんぜんこようジィ・ディ・ピィ



45度線分析の考案者は誰？

45度線分析の考案者に関しては、経済学界では論争があります。この分析
法を最初に提唱したのは、米国のポール・サミュエルソンとする見解と、ポー
ランドのミハウ・カレツキとする見解とが対立しています。

ど  せん ぶんせき こうあんしゃ だれ



まとめ

➀

②

➂ 

「有効需要の原理」は、数量調整メカニズムで均衡する。
ゆうこうじゅよう げんり すうりょうちょうせい きんこう

45度線と総需要曲線の交点に均衡国民所得が決まる。
ど せん そうじゅようきょくせん こうてん きんこうこくみんしょとく き

限界消費性向は、総需要曲線の傾きを表す。
げんかいしょうひせいこう そうじゅようきょくせん かたむ あらわ

④ 

政府による需要創出は、総需要曲線を上方シフトさせる。

ジィ・ディ・ピィ こていてきししゅつ じゅよう じょうすうばい  き

⑤

GDPは、固定的支出（需要）の乗数倍に決まる。

せいふ じゅようそうしゅつ そうじゅようきょくせん じょうほう



では、また次回



制作 金融大学
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